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１ 

 

 
 
 

政
府
の
統
一
協
会
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
世
界
基
督
教
統
一
神
霊
協
会
、
以
下
、
統
一
協
会
と
呼
ぶ
）
に
関
わ
る
国
会
質
疑
を
踏
ま

え
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

二
〇
二
二
年
十
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
は
、
「
平
成
二
十
七
年

の
旧
統
一
教
会
の
名
称
変
更
の
認
証
に
際
し
ま
し
て
は
、
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
と
認
証
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
事
前
に
当
時
の
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
の
報
告
を
行
っ
た

際
の
資
料
は
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
認
証
を
決
定
す
る
こ
と
の
報
告
を
行
っ
た
際
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
担
当
者
が
メ
モ
書
き
を
追
加
し
た
と
思
わ
れ
る
、
極
め
て
近
い
資
料
が
確
認
で
き
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
報
告
資
料
は
、
法
人
の
非
公
知
の
事
実
に
関
す
る
情
報
を
含
み
ま
し
て
、
か
つ
、
行
政
の
内
部
の
意
思
形
成

過
程
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
資
料
自
体
を
開
示
す
る
こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
答
弁
し
て

い
る
。 

 

１ 

申
請
を
受
理
す
る
こ
と
と
認
証
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
前
に
当
時
の
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
た

年
月
日
、
及
び
同
席
者
の
官
職
と
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

 
２ 

「
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
の
報
告
を
行
っ
た
際
の
資
料
」
に
は
、
当
時
の
大
臣
の
意
見
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の

よ
う
な
趣
旨
の
意
見
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
資
料
は
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の

か
、
文
書
の
タ
イ
ト
ル
名
を
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
お
い
て
、
こ
の
資

料
が
保
存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
、
文
書
分
類
、
保
存
期
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

認
証
を
決
定
す
る
こ
と
の
報
告
を
行
っ
た
際
の
「
担
当
者
が
メ
モ
書
き
を
追
加
し
た
と
思
わ
れ
る
、
極
め
て
近
い
資

料
」
に
は
、
当
時
の
大
臣
の
い
か
な
る
意
見
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
資
料
は
ど
こ
に

保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
、
文
書
の
タ
イ
ト
ル
名
を
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿

に
お
い
て
、
こ
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
、
文
書
分
類
、
保
存
期
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

 

４ 

い
わ
ゆ
る
情
報
公
開
法
は
、
開
示
を
求
め
ら
れ
た
行
政
文
書
は
原
則
開
示
で
あ
る
。
仮
に
宗
教
「
法
人
の
非
公
知
の
事

実
に
関
す
る
情
報
を
含
」
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
情
報
公
開
法
第
七
条
で
は
、
「
行
政
機
関
の
長
は
、
開
示
請
求
に
係
る

行
政
文
書
に
不
開
示
情
報
（
第
五
条
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
情
報
を
除
く
。
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
当
該
行
政
文
書
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

し
て
い
る
。
公
益
よ
り
も
優
先
し
て
、
不
開
示
と
す
る
根
拠
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
宗
教
「
法
人
の
非
公
知
の
事
実
に
関



 

３ 

 

す
る
情
報
を
含
」
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
部
分
の
み
を
非
開
示
（
い
わ
ゆ
る
「
黒
塗
り
」
）
に
す
れ
ば
、
開
示
で
き

る
は
ず
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
「
行
政
の
内
部
の
意
思
形
成
過
程
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
」
と
い
う
理
由
だ

け
で
は
、
不
開
示
に
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
「
行
政
の
内
部
の
意
思
形
成
過
程
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
資
料
自
体
を
開
示
す
る
こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
す
る
答
弁
は
、
情
報
公
開
法
の
ど
の
条
文
の
ど
の
文

言
を
根
拠
に
し
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

政
府
は
こ
の
間
、
統
一
協
会
の
名
称
変
更
に
関
わ
っ
て
、
「
旧
統
一
教
会
の
名
称
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な

宗
教
法
人
法
上
の
規
定
に
従
っ
て
手
続
を
行
い
ま
し
て
、
そ
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
法
的
な
検
討
を
重
ね
た
結
果
と
し

て
、
本
件
は
認
証
す
べ
き
案
件
で
あ
る
と
事
務
的
に
判
断
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
政
治
家
の
政
治
的
な
関
与
や
圧
力

は
な
か
っ
た
と
認
識
を
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
を
繰
り
返
し
て
い
る
。 

 
 

他
方
、
政
府
は
、
「
二
〇
一
五
年
以
前
に
も
、
旧
統
一
教
会
か
ら
は
名
称
変
更
に
関
す
る
相
談
が
複
数
回
ご
ざ
い
ま
し

た
。
当
時
の
文
化
庁
に
お
き
ま
し
て
、
旧
統
一
教
会
を
め
ぐ
り
ま
す
報
道
等
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
名
称
の
変
更
が
社
会
に
与

え
る
影
響
を
検
討
い
た
し
ま
し
て
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
申
請
の
取
下
げ
を
慫
慂
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
い
た
し
ま
し
て
、
旧
統
一
教
会
か
ら
名
称
変
更
の
申
請
は
さ
れ
ず
、
認
証
は
し
て
お
り
ま



 

４ 

 

せ
ん
で
し
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
ら
の
点
に
関
わ
り
訊
く
。 

 

１ 

二
〇
二
二
年
十
月
二
十
六
日
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
は
、
「
平
成
九
年
か

ら
十
年
に
か
け
て
五
回
、
ま
た
、
平
成
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
ま
し
て
三
回
、
合
わ
せ
て
八
回
、
旧
統
一
教
会
か
ら

名
称
変
更
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
回
に
お
き
ま
し
て
も
、
相
談
の
結
果
と
し

て
、
申
請
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
実
際
の
名
称
変
更
の
申
請
の
際
も
旧
統

一
教
会
と
面
会
を
し
て
い
る
と
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
面
会
の
中
で
、
文
化
庁
の
側
か

ら
、
認
証
で
き
な
い
旨
を
述
べ
た
記
録
は
あ
る
か
。 

 
 
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
面
会
で
の
や
り
取
り
を
記
し
た
文
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
、
併
せ
て
こ

れ
ら
の
面
会
で
の
や
り
取
り
を
記
し
た
文
書
の
タ
イ
ト
ル
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理

簿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
面
会
で
の
や
り
取
り
を
記
し
た
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
、
文
書
分

類
、
保
存
期
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

二
〇
二
二
年
十
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
合
田
哲
雄
政
府
参
考
人
は
、
「
平
成
二
十
七
年



 

５ 

 

の
受
理
以
前
に
お
け
る
旧
統
一
教
会
と
の
や
り
取
り
に
関
す
る
資
料
と
い
う
の
は
、
な
お
継
続
的
に
探
索
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
た
と
こ
ろ
、
先
ほ
ど
、
末
松
大
臣
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
当
時
、
統

一
教
会
の
方
か
ら
名
称
変
更
に
関
す
る
弁
護
士
の
意
見
書
と
い
う
の
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
た
」
と
答

弁
し
て
い
る
。
こ
の
意
見
書
を
受
け
取
っ
た
際
、
政
府
は
弁
護
士
に
ど
の
よ
う
な
趣
旨
を
述
べ
た
の
か
。
ま
た
「
統
一
教

会
の
方
か
ら
名
称
変
更
に
関
す
る
弁
護
士
の
意
見
書
」
は
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
。
さ
ら
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ

ル
管
理
簿
に
お
い
て
、
こ
の
「
統
一
教
会
の
方
か
ら
名
称
変
更
に
関
す
る
弁
護
士
の
意
見
書
」
が
保
存
さ
れ
て
い
た
行
政

文
書
フ
ァ
イ
ル
名
、
文
書
分
類
、
保
存
期
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

二
〇
一
五
年
以
前
の
対
応
に
関
わ
っ
て
、
前
川
喜
平
元
文
部
科
学
事
務
次
官
は
、
宗
務
課
長
当
時
、
「
認
証
で
き
な
い

の
で
申
請
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
た
旨
を
証
言
し
て
い
る
。
前
川
喜
平
元
文
部
科
学
事
務
次
官
が
宗
務

課
長
だ
っ
た
当
時
の
、
統
一
協
会
の
名
称
変
更
の
申
請
に
関
わ
る
文
書
は
、
統
一
協
会
と
の
面
会
の
記
録
以
外
に
存
在
す

る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
仮
に
存
在
し
た
場
合
、
そ
の
記
録
に
は
、
統
一
協
会
の
名
称
変
更
の
認
証
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
方
針
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

統
一
協
会
の
名
称
変
更
は
認
証
で
き
な
い
と
い
う
一
九
九
七
年
以
降
の
一
貫
し
た
考
え
方
が
ど
う
い
う
検
討
経
緯
で
二



 

６ 

 

〇
一
五
年
に
変
わ
っ
た
の
か
、
説
明
で
き
る
資
料
は
存
在
す
る
か
。 

 

５ 
統
一
協
会
の
名
称
変
更
の
認
証
に
つ
い
て
、
「
政
治
家
の
政
治
的
な
関
与
や
圧
力
は
な
か
っ
た
と
認
識
を
し
て
い
る
」

と
あ
る
が
、
そ
の
認
識
の
根
拠
と
な
る
当
時
の
文
書
は
あ
る
か
。
仮
に
あ
る
な
ら
ば
、
文
書
の
タ
イ
ト
ル
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。
さ
ら
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
お
い
て
、
そ
の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
、

文
書
分
類
、
保
存
期
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

６ 

統
一
協
会
の
名
称
変
更
の
申
請
書
の
受
理
の
決
裁
前
と
、
認
証
の
決
裁
前
に
、
当
時
の
下
村
文
部
科
学
大
臣
に
説
明
し

て
い
る
以
上
、
「
政
治
家
の
政
治
的
な
関
与
や
圧
力
は
な
か
っ
た
」
と
の
説
明
は
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

三 

政
府
は
、
国
家
賠
償
訴
訟
（
以
下
、
国
賠
訴
訟
と
呼
ぶ
）
に
お
け
る
鳥
取
地
方
裁
判
所
へ
の
報
告
書
の
中
で
、
統
一
協
会

に
対
し
て
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
、
「
少
な
く
と
も
九
回
、
面
接
に
よ
り
活
動
状
況
を
聴
取
す
る
と
と

も
に
、
一
連
の
民
事
事
件
の
確
定
判
決
で
認
定
さ
れ
た
使
用
者
責
任
を
踏
ま
え
た
宗
教
法
人
と
し
て
の
適
正
な
管
理
運
営
や

個
別
事
案
へ
の
誠
実
な
対
応
を
す
る
よ
う
、
口
頭
で
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
明
示
的
に
、
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と

し
た
上
で
、
「
こ
の
事
実
上
の
対
応
は
、
統
一
協
会
及
び
国
双
方
を
被
告
と
し
て
本
件
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
以
降
は
、
無
用

の
誤
解
を
避
け
る
た
め
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」
（
鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
合
議
係
宛
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
長
名
の



 

７ 

 

報
告
書
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
八
日
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 

そ
の
後
、
統
一
協
会
の
聞
き
取
り
は
再
開
し
て
い
な
い
の
か
と
、
野
党
国
対
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
繰
り
返
し
訊
い
た
が
、

「
確
認
で
き
な
い
」
と
の
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
は
、
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
日

の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
国
賠
訴
訟
後
、
統
一
協
会
と
の
面
会
を
「
三
回
行
っ
て
い
る
」
、
「
そ
の
時
々
の
旧
統
一
教
会

の
運
営
状
況
、
そ
う
い
う
こ
と
を
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
」
、
「
訴
え
ら
れ
ま
し
た
民
事
裁
判
の
こ
と
は
伺
っ
て
い
る
」
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
三
回
の
日
に
ち
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
九
日
、
二
〇
二
〇
年
八
月
四
日
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
八

日
と
聞
い
て
い
る
。 

 

１ 

国
賠
訴
訟
後
、
統
一
協
会
と
の
三
回
の
面
会
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
か
、

ま
た
、
文
書
の
タ
イ
ト
ル
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
お
い
て
、
そ
の
文
書
が
保

存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
、
文
書
分
類
、
保
存
期
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

統
一
協
会
へ
の
事
情
聴
取
の
中
断
が
約
九
年
続
い
た
間
に
、
宗
務
課
の
職
員
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
統
一
協
会
へ
の
事
情
聴
取
が
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
統
一
協
会
へ
の
対
応
に
関
す
る
引

き
継
ぎ
文
書
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
か
。
仮
に
そ
う
い
う
文
書
が
あ
る
な
ら
ば
、
文
書
の
タ
イ
ト
ル
を
明
ら
か
に
さ
れ



 

８ 

 

た
い
。
さ
ら
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
お
い
て
、
そ
の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
、
文

書
分
類
、
保
存
期
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
合
議
係
宛
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
長
名
の
報
告
書
で
は
、
「
本
報
告
書
で
は
、
世
界
基

督
教
統
一
神
霊
協
会
（
以
下
「
統
一
協
会
」
と
い
い
ま
す
。
）
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
、
政
府
は
、

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
に
つ
い
て
、
「
旧
統
一
教
会
」
と
の
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。 

 
 
 

か
つ
て
、
政
府
が
略
称
と
し
て
「
統
一
協
会
」
を
使
っ
て
い
た
理
由
は
何
か
。
い
っ
た
い
、
い
つ
か
ら
、
政
府
は
、
世

界
基
督
教
統
一
神
霊
協
会
の
略
称
に
つ
い
て
、
「
統
一
協
会
」
で
は
な
く
、
「
統
一
教
会
」
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。
当
初
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
略
称
と
し
て
「
統
一
協
会
」
が
広
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、
統
一
協
会
が
「
統
一
教
会
」

の
使
用
を
求
め
る
中
、
略
称
と
し
て
「
統
一
教
会
」
の
使
用
が
広
が
っ
た
。
現
在
で
も
、
日
本
基
督
教
団
や
「
全
国
統
一

協
会
被
害
者
家
族
の
会
」
が
統
一
協
会
の
用
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
政
府
が
統
一
協
会
の
略
称
と
し
て
、
「
統
一
教
会
」

を
使
用
す
る
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

二
〇
二
二
年
十
月
十
八
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
は
、
「
御
指
摘
の
和
解
調
書
に

は
裁
判
長
が
発
言
を
し
て
い
な
い
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
旨
を
裁
判
所
に
申
し
入
れ
ま
し
て
、
裁
判
所



 

９ 

 

の
判
断
に
よ
り
更
正
さ
れ
た
も
の
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
点
に
関
し
て
最
高
裁
判
所
に
対
し
、
「
一
般
的
に
、
和
解
調
書
に
、
裁
判
長
が
読
み
上
げ
て
い
な
い
言
葉
で
あ
っ
て

も
、
裁
判
長
の
言
葉
と
し
て
盛
り
込
む
よ
う
な
や
り
方
を
裁
判
所
は
行
っ
て
い
る
の
か
」
と
文
書
で
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と

こ
ろ
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
か
ら
は
、
「
裁
判
の
手
続
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
る
調
書
は
、
期
日
に
行
わ
れ
た
訴
訟
行
為
等

に
つ
い
て
記
載
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
や
り
方
は
一
般
に
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
」

と
、
文
書
で
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
和
解
の
当
事
者
で
あ
る
弁
護
士
か
ら
も
、
こ
の
和
解
調
書
は
、
裁
判
長
が
文
書
を

読
み
上
げ
、
そ
の
言
葉
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
の
証
言
を
得
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
以
下
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

１ 

二
〇
〇
九
年
、
統
一
協
会
の
元
信
者
が
国
を
提
訴
し
た
鳥
取
地
裁
の
訴
訟
の
和
解
の
場
に
お
い
て
、
国
は
、
裁
判
長
の

言
葉
の
記
録
を
、
い
か
な
る
媒
体
・
手
法
で
行
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
場
で
国
が
行

っ
た
記
録
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
現
在
、
保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
裁
判
長
の
発
言
の
う
ち
、
具

体
的
に
ど
の
台
詞
が
「
裁
判
長
が
発
言
し
て
い
な
い
内
容
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

こ
の
和
解
協
議
の
場
で
、
裁
判
長
か
ら
、
「
被
告
国
に
お
い
て
も
、
従
前
の
宗
務
行
政
の
適
法
性
、
妥
当
性
に
対
す
る



 

１０ 

 

疑
問
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
の
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
と
の
認
識
を
政
府
は
持
っ
て
い
る
か
。 

 

３ 
こ
の
和
解
協
議
の
場
で
、
裁
判
長
か
ら
、
「
今
後
適
切
な
宗
務
行
政
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
意
味
か
ら
、
本
和

解
へ
の
参
加
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
」
と
の
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
と
の
認
識
を
政
府
は
持
っ
て
い
る

か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


